
 

 

７月に保護者の皆様にご協力いただいたアンケートの結果をお知らせします。回収率は目標の

70％には届かず、67.4％となりました。現在、保護者の皆様のご意見や生徒のアンケート、教職

員による自己評価を踏まえ、教育活動の見直しと改善に努めているところです。12 月にも同様の

アンケートを行いますので、改めてご協力お願いします。 

№ 評価内容 

評価割合   

4 3 2 1 
良傾向 

回答合計 

1 

お子さんは、将来の職業や自分の進路に

ついて、以前より考えるようになってい

る。 

26.4% 42.3% 25.8% 5.5% 68.7% 

2 
お子さんは、予習や復習に取り組むなど、

意欲的に授業に参加している様子がある。 
23.3% 46.6% 19.6% 10.4% 69.9% 

3 
お子さんは家庭学習(塾などでの学習も含

む)に積極的に取り組んでいる。 
21.5% 40.5% 26.4% 11.7% 62.0% 

4 
AI ドリルなどの学校の学習サポート事業

はお子さんの学習に役立っている。 
18.1% 41.3% 28.8% 11.9% 59.4% 

5 
学校は、積極的にいじめ防止や早期解消

の取組を行っている。 
22.6% 61.3% 15.5% 0.6% 83.9% 

6 
教員は、生徒の話を聞いたり、悩みに答え

たりなど、相談にしっかり対応している。 
43.7% 46.8% 8.2% 1.3% 90.5% 

7 
お子さんは、あいさつや場に応じた言葉づ

かいをしている。 
44.8% 49.1% 6.1% 0.0% 93.9% 

8 
お子さんは、校則や校外生活のきまりを守

って規則正しい学校生活を送っている。 
47.9% 43.6% 5.5% 3.1% 91.4% 

9 

学校は、行事や生徒会活動を充実させ、生

徒が意欲を持って生活できるようにして

いる。 

44.4% 48.1% 6.8% 0.6% 92.6% 
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① 校則について、特に男子の髪型に関するきまりの改善の要望が多く寄せられました。生徒か

らも髪型のきまりを見直して欲しいとの声が多数あげられました。国の「こども基本法」の

理念に合う形で、生徒と一緒に考える取組を行う予定です。 

② いじめ防止・いじめ早期解消に学校が積極的ではないように感じられているようです。今年

度の取組が、学校だよりや学校ホームページで十分伝えられていないためだと思います。今

後積極的に取り上げます。 

③ 子どもの読書週間や新聞を読む習慣は、種々のアンケートから新聞を購読していない家庭が

多く、また本をあまり購入していない家庭も多い様子がうかがえることから、数値が低いの

は仕方のないことといえます。しかし、読書することは、「考える力」、「感じる力」、「表す

力」等を育てるとともに、豊かな情操をはぐくみ、すべての活動の基盤となる「価値・教

養・感性等」を、生涯を通じて涵養していく上でも、極めて重要であることから、学校図書

館の利用率をあげる等の取組を行っていきます。 

④ 授業について、教え方がわかりにくい、生徒の興味関心がわくような授業を、とのご意見を

いただきました。今年度の全国学力・学習状況調査（裏面に結果と分析を載せています）や

他のテスト等の結果を分析し、全職員で改善点を確認しています。特に今年度からは、「主体

的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善のために、生徒が授業中に対話をする機会を

多く設定しています。今後も生徒に学力が身につく授業の改善を一層進めて参ります。 

№ 評価内容 

評価割合   

4 3 2 1 
良傾向 

回答合計 

10 

お子さんは、部活動に参加することで、

成長が感じられる。 

（お子さんが入部しているご家庭が回答） 

77.8% 16.0% 4.9% 1.4% 93.8% 

11 
お子さんは、周囲とかかわりを持ち、よ

い人間関係をつくろうと意識している。 
50.3% 42.9% 3.1% 3.7% 93.3% 

12 
お子さんは、家庭で新聞や本などの読書

に取り組んでいる。 
11.0% 26.4% 38.7% 23.9% 37.4% 

13 

お子さんは、SNS やゲーム、動画視聴を

はじめとしたインターネット環境を使用

する際、家庭でのルールを守っている。 

20.2% 49.1% 22.7% 8.0% 69.3% 

14 

「よくわかる三中校区小中一貫教育」や、学校

だよりやホームページなどで発信される情

報で、小中一貫教育の様子がわかる。 

33.1% 51.9% 13.1% 1.9% 85.0% 

15 

学校だよりや学級通信、学校ホームペー

ジやテトル、マチコミメールなどで学校

の様子がわかる。 

48.5% 43.6% 6.1% 1.8% 92.0% 



 

 
 
 本年４月に３年生を対象に実施いたしましたこの調査について、本校の結果をお知らせします。この
調査結果を受け、分析と考察を行い、学習指導や授業改善に取り組んでおります。ご家庭でもお子様の
指導等の参考にしていただければと思います。 
 
１. 学力検査正答率の結果から（全国平均との比較） 
 

○ 国語：全国平均と比較して、やや上回っている。 
○ 数学：全国平均と比較して、同様である。 

 
２. 各教科の成果と課題のあった問題（代表的なものを１問ずつ） 
 

(1) 成果（正答率が全国平均と同等もしくは上回ったもの） 
① 国語：目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができる

かどうかをみる問題。大問３-一 
② 数学：グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解釈することができるかどうかをみる問題。

大問８（１）※以下参照 
 
 

(2) 課題（正答率が全国平均と比較し、下回っているもの） 
① 国語：意見と根拠など情報を情報との関係について理解しているかどうかをみる問題。大問

１-三 
② 数学：事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかを

みる問題。大問８（２）※以下参照 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

成果のあった問題 課題のあった問題 



(3) 全体を通じて 
① 成果：基礎的・基本的な知識・技能は有していると言える。また、表現力の向上がみられる。 
② 課題：複数の情報を結び付けて、その関係を踏まえて表現することに課題がある。 

 
３. 学校としての改善策 

・ 学習の見通しとふり返りのある学習過程の中で、生徒の学習意欲と学力の向上を図ります。 
・ 話し合い活動（ファシリテーション）を全教科で取り入れ、表現力を高めます。 
・ まとめや発表の場面では「なぜそう考えたのか」など根拠を示して発表できるようにします。 
・ 一人一台端末など、ICT 等の活用により、学びあいを活性化させ、学習事項の定着向上を目指

して授業改善を行います。 
・ 望ましい生活・学習習慣の確立を目的に「フォーサイト手帳」を活用して指導します。 
・ 放課後を活用した補充学習や宿題、自学課題提示、１人１台端末等を活用した課題などを通じ

て、個別に最適化された家庭学習を推進します。 
・ 進路指導とキャリア教育を推進し、生徒が自らの将来について考え、将来の夢や目標を持てる

ようにします。 
・ 夢や目標の実現のために、自分の生活上の課題を改善し、主体的に学びに向かおうとする気持

ちを高める取組を一層進めていきます。 
 

４. 生徒質問紙による学習状況に関する調査 
(1) 全国の回答と比較し、良い傾向の項目（全国比＋10％以上の項目で代表的なもの） 
  携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守

っていますか。 
  健康に過ごすために、授業で学習したことや保健室の先生などから教えられたことを、普

段の生活に役立てていますか。 
  自分にはよいところがあると思いますか。 
  先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 
  将来の夢や目標を持っていますか。 
  人が困っているときは、進んで助けますか。 
  いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 
  人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 
  自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 
  普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。 
  分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫するこ

とはできていますか。 
  地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 
  1，2 年生のとき受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用しまし

たか。 
  1，2 年生のときの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を活用することについて、次のこと

はあなたにどれくらい当てはまりますか。（3）楽しみながら学習を進めることができる。 
  授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の

解決に取り組んでいますか。 
  道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り

組んでいますか。 
(2) 全国の回答と比較し、改善が必要と思われる項目 
  学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、PC・

タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間
は除く） ４時間以上 

  土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学
習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用し
て学ぶ時間も含む） ４時間以上 
 

５. ご家庭へのご協力のお願い 
① えべつスマート４ルールを参考に、家庭で「メディア利用時間」のルール見直しを 

 生徒質問紙の結果から、平日のゲーム時間が 2 時間未満の生徒が６割（全国５割）スマート
フォンで SNS や動画視聴をする時間が２時間未満の生徒が５割強（全国４割強）となってい
ます。また平日の勉強時間１時間以上の生徒が７割強（全国６割強）となっており、家に帰っ
てからの時間の使い方が、心身の健康の面からも憂慮されます。さらに、保護者アンケートと
は逆に、生徒の多くは携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について「家庭での
ルールを守っている」と考えています。お子さんが家庭でどのような時間の使い方をしている
か「メディア利用時間」のルール見直しを通じて、適切なものになるようにしてください。 

② 子どもたちが自分自身の意見を語る経験を 

 地域や社会をよくするために何かをしてみたいと思う生徒は５割弱（全国２割強）います。
また、人の役に立つ人間になりたいと考える生徒が８割強（全国７割弱）います。将来の夢や
目標を持つ生徒が５割強（全国３割強）いることから、自分のこれからの生き方を自分の力で
しっかりと考え、語る経験を各家庭でも積み重ねてください。 


